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＜MK wedge blade での骨切除手技＞ 

 

 

 

1）K-wire の刺入 

 

 

2）K-wire のカット 

 

 

3）脛骨前方フランジの骨切り 

 

 

4）MK wedge blade での骨切除 
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1）K-wire の刺入 

脛骨外側から Hybrid Closed Wedge HTO 手技に準じ、内側に向け 

て K-wire を 2 本刺入します。 

※K-wire の先端は、内側骨皮質を貫いても良いでしょう。 

1-1) 1 本目の K-wire を刺入します。 

 

 

 

 

 

 

1-2) 2 本目の K-wire を刺入します。  
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2) 2 本の K-wire を短くカットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ハンドピースに接触しないように、K-wire を短くカットします。 
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※ blade の幅が 20 ㎜のため、K-wire の刺入間隔は 15 ㎜程度と 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）脛骨前方フランジの骨切り 

※前方フランジを通常の方法で作成します。 

 

 

 

 

 

 

15 ㎜    
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4) MK wedge blade での骨切除 

 

 4-1) MK wedge blade 寸法 

① 角度は 2°～16°まで 2°きざみ 幅 20 ㎜×切除長 50 ㎜ 

 

 

 

 

 

 

 

50 ㎜         

20 ㎜     

2°～16°    

2°～16°     
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4-2) 切除時の注意事項 

両手で強くしっかりとグリップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像のようなグリップは、切除時ハンドピースの安定が保てませ

ん。 
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② 後方軟部組織の損傷を防ぐために、神経血管束をレトラク

ターで保護します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ MK wedge blade の平滑な面をK-wire に当てて、内側

部へ押しながら骨切除します。 

 

 

 

 

 

 

左膝  

近位  遠位  

左膝  

遠位  近位    
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④ blade 使用時、生理食塩水などで blade を、冷却しながら

骨切除します。 

 

⑤ MK wedge blade は前後に振らないように注意しながら

内側方向に押し当てるように切除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 切除の長さは、あらかじめのヒンジポイントに K-wire で 

マーカーにするか、blade 長（50 ㎜）の挿入位置で確認

します。 
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骨切除後の画像 

① レントゲン画像
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